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平
成
ノ
大
造
営

平
成
二
十
七
年
を
振
り
返
っ
て

本
年
は
七
月
二
十
八
日
に
、
「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
が
ユ

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
の
国
内
推
薦
候
補
に
決
定
さ
れ
、
順
調
に
進
め
ば
二
年
後
の

平
成
二
十
九
年
夏
に
正
式
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
沖
ノ
島
の
禁
忌
等
は
守
れ
る
の
か
と
の
心
配
の
向
き
も
あ
る
が
、

宗
像
の
遺
産
は
「
守
る
べ
き
も
の
（
保
護
）
」
と
「
開
示
す
べ
き
も
の
」
に
分
け
ら
れ
て

お
り
、
沖
ノ
島
は
守
る
べ
き
も
の
の
対
象
と
な
り
、
今
後
は
よ
り
厳
格
に
守
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
一
方
、
中
津
宮
、
辺
津
宮
、
新
原
・
奴
山
古
墳
群
は
開
示
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
、
特
に
沖
ノ
島
出
土
の
国
宝
八
万
点
が
展
示
さ
れ
る
神
宝
館
（
辺
津
宮
境

内
）
に
お
い
て
は
、
宗
像
の
深
い
信
仰
や
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
今

後
は
世
界
遺
産
の
発
信
拠
点
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

九
月
十
一
日
に
は
、
平
成
二
十
九
年
度
「
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
」
の
開
催
地
が
宗
像
市
に
決
定
し
た
。
こ
の
大
会
は
全
国
植
樹
祭
、
国
民
体
育

大
会
と
と
も
に
「
三
大
行
啓
」
の
一
っ
と
さ
れ
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
な

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
も
し
実
現
す
れ
ば
、
宗
像
有
史
以
来
の
こ
と

と
な
る
上
に
、
古
来
の
先
人
た
ち
の
願
い
が
叶
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

昨
年
の
辺
津
宮
本
殿
遷
座
祭
を
終
え
、
平
成
ノ
大
造
営
が
進
め
ら
れ
て
行
く
中
、

世
界
遺
産
国
内
候
補
、
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
が
決
ま
り
、
あ
ら
た
め
て
宗
像
大

神
の
御
神
威
の
高
揚
を
実
感
す
る
と
伴
に
、
職
員
一
同
、
さ
ら
な
る
神
明
奉
仕
に
努

め
る
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
す
る
次
第
で
あ
る
。

会百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

口
い□印
叫

ま
た
、
今
年
の
仲
秋
の
名
月
は
ス
ー
パ
ー

ム
ー
ン
と
重
な
り
注
目
を
集
め
た
事
も

記
憶
に
新
し
い
▼
今
年
の
当
社
献
茶
祭
は
、

せ
ん
が
い
し
げ
つ

出
光
美
術
館
所
蔵
の
仙
産
の
掛
軸
「
指
月

ほ
て
い
ず

布
袋
図
j
が
展
観
さ
れ
た
。
見
る
人
を
思

ほ
ほ
え

わ
ず
微
笑
ま
せ
る
何
と
も
言
え
な
い
タ
ッ

チ
で
描
か
れ
、
画
賛
に
は
、
「
あ
の
月
か
落

し

C

れ

ち
た
ら
お
れ
か
拾
ひ
ま
す
」
と
あ
り
洒
落

き
ほ
て
い

が
効
い
て
い
る
。
布
袋
様
で
も
月
に
あ
こ

が
れ
る
と
さ
れ
た
の
だ
▼
出
光
佐
三
翁

せ
人
が
い

が
仙
産
を
こ
よ
な
く
愛
し
長
年
四
方
八

方
に
手
を
尽
く
し
収
集
さ
れ
た
と
い
う
。

ぜ
つ
み
ょ
う

そ
の
魅
力
は
、
絶
妙
な
絵
の
筆
遣
い
と
共

に
こ
の
セ
ン
ス
の
良
さ
に
理
由
が
あ
る
の

さ
る
ど
し

だ
ろ
う
竺
来
年
は
申
年
だ
が
猿
で
も
月
を

え
ん
こ
う
ほ
げ
つ

夢
見
る
。
禅
画
で
「
猿
喉
捕
月
」
と
い
う
画

題
が
あ
る
。
岸
辺
の
木
の
枝
に
つ
か
ま
る

手
長
猿
が
水
面
に
映
る
月
に
手
を
伸
ば
す

様
子
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
月
を
捕
ろ

う
と
す
る
事
自
体
が
無
謀
な
望
み
で
あ

み
た
け

る
と
こ
ろ
か
ら
「
身
の
丈
を
知
る
」
と
い

う
意
だ
そ
う
で
あ
る
烹
戎
が
国
は
、
戦
後

七
十
年
を
経
て
、
自
衛
隊
の
あ
り
方
を
変

え
る
と
宣
言
し
た
第
二
次
安
部
政
権
も

三
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
来

年
は
大
き
な
転
換
点
と
さ
れ
る
大
切
な

え
ん
こ
う
ほ

年
で
あ
る
。
こ
の
大
切
な
年
を
「
猿
喉
捕

げ
つ
そ
し

月
」
の
年
な
ど
と
の
謗
り
を
受
け
ぬ
様
、

お
願
い
し
た
い
。
（
佐
）

神具・装束・授与品

令井済
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂IBJ23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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一内閣総理大臣賞 和田太義

農林水産大臣賞 保田直宏

文部科学大臣賞 福嶋廣之

総務大臣賞船越順一

法務大臣賞吉田睦雄

外務大臣賞時田義光

財務大臣賞古原正則

厚生労働大臣賞 関本和代

経済産業大臣賞 東伊佐義

国土交通大臣賞 城本勝行

環境大臣賞御田良知

防衛大臣賞豊原 勇

内閣官房長官賞 土居幸四郎

衆議院議員宮内秀樹賞 中嶋 国人

宗像大社宮司賞 安武善隆
※以下、受打者につきましては紙面の都合上
割愛させていただきます。
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沖
・
中
両
宮
秋
季
大
祭
斎
行

~
こ
。

~t 
一
午
前
十
一
時
、
島
民
を
始
め

：
島
外
よ
り
の
篤
信
者
多
数
参
列

去
る
十
月
二
十
六
・
ニ
十
七
日
よ
云
は
大
島
小
中
学
校
の
多
目
的
二
り
も
と
、
中
津
宮
秋
季
大
祭
が

の
両
日
に
亘
り
、
筑
前
大
島
に
於
二
小
ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
二
斎
行
さ
れ
た
。
葦
津
宮
司
が
国

い
て
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
秋
季
二
疋
さ
れ
、
会
場
設
営
等
の
準
備
]
家
・
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る

大
祭
が
厳
粛
且
つ
盛
大
に
斎
行
二
か
進
め
ら
れ
た
。
午
後
四
時
、
：
祝
詞
を
奏
上
、
次
に
島
内
の
氏

さ
れ
た
。
」
宵
宮
祭
に
先
立
ち
地
主
祭
を
斎
二
丁
を
代
表
し
、
奉
幣
使
と
し
て

二
十
六
日
、
早
朝
よ
り
晴
天
二
付
。
同
五
時
、
沖
・
中
両
宮
の
宵
」
遠
藤
利
男
氏
が
奉
幣
詞
を
奏
上

に
恵
ま
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
二
呂
祭
が
沖
津
宮
遥
拝
所
と
中
津
：
さ
れ
た
。
続
い
て
巫
女
が
神
楽

会
、
同
翼
賛
会
、
同
敬
神
婦
人
二
呂
本
殿
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
二
浦
安
の
舞
」
を
奉
奏
し
、
祭
典

部
の
皆
様
の
ご
奉
仕
に
よ
り
社
：
た
。
こ
ほ
厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。

殿
や
境
内
の
装
飾
、
ま
た
翌
日
一
翌
二
十
七
日
、
早
朝
よ
り
降
一
午
後
一
時
三
十
分
、
恒
例
の

の
天
気
予
報
が
雨
の
為
、
奉
賛
：
り
始
め
た
雨
は
止
み
、
厚
い
雲
に
二
＇
奉
納
演
芸
大
会
」
が
大
島
小
中

会
役
員
の
協
議
に
よ
り
演
芸
大
＝
覆
わ
れ
た
空
の
下
、
沖
津
宮
遥
こ
学
校
で
開
催
さ
れ
、
舞
踊
・
ダ
ン

こ
拝
所
に
て
沖
津
宮
秋
季
大
祭
、
：
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
等
が
披
露
さ
れ
、

丁
大
島
の
最
高
峰
御
嶽
山
に
鎮
座
：
そ
の
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
飛
入

二
9

る
御
嶽
神
社
に
て
秋
祭
、
宮
：
り
参
加
も
あ
り
、
笑
い
と
歓
喜

二
崎
地
区
で
厳
島
神
社
祭
が
斎
行
二
の
声
に
包
ま
れ
た
。

：
さ
れ
、
神
職
が
各
斎
場
に
分
か
一
大
祭
準
備
に
連
日
御
奉
仕
頂

丁
れ
其
々
滞
り
無
く
執
り
行
わ
れ
：
き
ま
し
た
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会

（
会
長1
1

沖
西
敏
明
氏
）
、
同
翼

賛
会
（
会
長
1
1

遠
藤
三
保
氏
）
、

同
敬
神
婦
人
部
（
部
長
1
1

河
辺

恒
子
氏
）
を
始
め
、
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
島
内
氏
子
の
皆
様
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
、
十
月
二
十
九
日
ー
一
爆
資
料
館
を
見
学
し
一
行
は
原

三
十
一
日
恒
例
の
第
二
十
三
回
」
爆
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

氏
子
会
研
修
旅
行
が
行
わ
れ
、
一
翌
日
は
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

置
鮎
会
長
以
下
十
七
名
が
参
加
二
J
つ
の
く
じ
ら
館
、
そ
の
後
江
田

し
行
わ
れ
た
。
こ
島
に
て
海
上
自
衛
隊
第
1
術
科

今
回
の
研
修
旅
行
は
戦
後
こ
学
校
（
旧
海
軍
兵
学
校
跡
地
）
を

七
十
年
の
節
見
学
し
た
、
特
に

目
の
年
を
迎

4
'

江
田
島
の
教
育

え
る
に
当
た

4

、
、
参
考
館
で
は
、
卒

り
、
被
爆
の
地
星
這
，
業
生
の
遺
影
・
遺

で
あ
る
広
島
'
.
｀
．
品
等
が
展
示
さ
れ

県
を
訪
ね
る
一
｀
て
お
り
、
胸
に
迫

行
程
と
な
っ
‘
一
、
．
る
も
の
が
あ
っ

た
。
二
十
九
豆
．
，
り
、
J
＼
も
た
。

日
、
一
行
は
廣
守

.. 

三
十
一
日
は
当

( 

島
護
国
神
社
、
一
_
し
-
:
]
-
》
社
と
同
じ
ご
祭

社

を
正
式
参
拝

l
.
{
ー
'
神
神
を
奉
る
厳
島

島

t
 .. ふ
．
が
｀
‘
．
"
.

し
、
日
清
戦
：
·
ヽ
＿

9
-

嘩
神
社
を
正
式
参

争
の
際
に
二
二
五
日
だ
け
広
島
」
拝
し
寝
殿
造
り
を
応
用
し
た
優

県
が
首
都
と
な
っ
た
、
広
島
大
本
二
雅
な
社
殿
を
ご
案
内
頂
い
た
。

営
跡
地
、
原
爆
投
下
の
際
に
第
：
今
回
の
研
修
旅
行
は
広
島
の
歴

一
報
を
伝
え
た
中
国
軍
官
区
司
二
丈
と
戦
争
の
悲
し
み
を
改
め
て

令
部
防
空
壕
な
ど
を
ご
案
内
頂
二
感
じ
る
有
意
義
な
も
の
に
な
り

い
た
、
そ
の
後
平
和
公
園
と
原
―
一
行
は
帰
路
に
つ
い
た
。

日
目
氏
子
会
研
修
旅
行

S

戦
後
七
十
年
、
被
爆
地
広
島
へS
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十
一
月
六
日
、
辺
津
宮
に
て
、
無
外

流
鵬
玉
会
に
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
た
。

無
外
流
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
剣

客
・
辻
月
丹
（
つ
じ
・
げ
っ
た
ん
）
に
よ
っ

て
興
さ
れ
た
剣
術
の
流
派
で
あ
り
、
大

名
・
旗
本
に
多
く
学
ば
れ
た
。
池
波
正

太
郎
の
時
代
小
説
「
剣
客
商
売
」
の
主

人
公
・
秋
山
小
兵
衛
も
当
流
で
あ
る
。

I
I
“

轟
“
ー

十
一
月
三
日
（
火
）
、
秋
季
恒
例
□
納
さ
れ
た
。
菊
花
展
で
彩
ら
れ
た
境

の
清
香
吟
社
宝
山
会
に
よ
る
秋
季
[
内
に
朗
々
と
響
き
渡
る
と
ヽ
多

V

の

奉
納
吟
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
参
拝
者
が
そ
の
美
声
に
聴
き
入
り
暫

午
前
九
時
三
十
分
、
宝
山
会
々
了
し
足
を
止
め
深
い
感
銘
を
受
け
る
様

長
を
は
じ
め
、
県
内
子
が
見
ら
れ
た
。

外
よ
り
会
員
約
四
十
―
'
献
吟
後
、
一
同
は
清
明
殿

名
が
当
大
社
へ
参
集
。
＾
一
へ
と
移
動
し
式
典
が
開
催
さ

清
明
殿
に
て
会
員
各
々
ー
れ
、
山
口
博
山
氏
へ
葦
津
禰

が
順
次
日
頃
鍛
え
た
宜
よ
り
永
年
斯
道
の
興
隆

自
慢
の
喉
で
吟
詠
が
＇
ー
一
に
寄
与
さ
れ
た
方
に
感
謝
状

披
露
さ
れ
た
。
し
一
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

午
前
十
一
時
、
本
殿
に
て
正
式
i
午
後
一
時
に
は
日
程
の
全
て
を
終

参
拝
を
執
り
行
い
、
献
吟
並
び
会
員
一
え
、
一
同
バ
ス
に
て
直
会
会
場
へ
と
移

一
同
に
よ
る
「
吟
道
」
の
合
吟
が
奉
□
勁
し
た
。

｀
神
縣
行
事
神
威
は
敬
心
に
よ
っ
て
増
す

『
一

l

l

 

十
一
月
ナ
日
博
陽
吟
道
会
奉
納
に
ぐ
今
滋

よ
る
吟
詠
大
会
（
協
賛
．
吟
道
清
吟
会
）

が
行
わ
れ
、
本
殿
に
て
博
陽
吟
道
会
・

吟
道
清
吟
会
両
会
員
に
よ
る
合
吟
が

奉
納
さ
れ
た
。
清
明
殿
で
の
表
彰
式
で
-
*

は
博
陽
吟
道
会
の
小
笠
原
浩
山
氏
・
松

1
-

岡
龍
月
氏
、
吟
道
清
吟
会
の
後
川
洸
山
｛

氏
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

＂
臼
E
9
r

目
1

十
一
月
十
三
日
、
舞
踊
家
~
当
日
あ
い
に
く
の
天
候
で

浅
野
瑞
穂
氏
が
中
津
宮
・
沖
：
は
あ
っ
た
が
、
奉
納
さ
れ
た

津
宮
遥
拝
所
の
ニ
ヶ
所
で
舞
]
舜
は
、
指
先
に
ま
で
想
い
を

を
奉
納
さ
れ
た
。
二
り
せ
た
と
思
う
ほ
ど
の
繊
細

氏
は
、
大
学
在
学
中
に
中
：
さ
を
み
せ
、
独
自
の
世
界
観

国
古
典
・
民
族
舞
踊
を
学
び
口
か
感
じ
ら
れ
た
。

卒
業
後
は
、
北
京
公
演
を
始
一
氏
は
、
翌
十
四
日
、
九
州

め
数
々
の
舞
踊
公
演
で
活
躍
二
国
立
博
物
館
で
開
館
十
周
年

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
我
国
の
二
記
念
公
演
を
行
わ
れ
て
い
る
。

古
典
・
民
俗
芸
能
に
出
会
い
、
[

独
自
の
舞
を
確
立
さ
れ
、
伊
一

勢
神
宮
・
出
雲
大
社
・
醍
醐
一

寺
・
三
井
寺
な
ど
の
神
社
仏
一

閣
に
舞
を
奉
納
さ
れ
る
と
共
一

に
、
国
内
外
で
多
く
の
公
演
一

を
行
わ
れ
て
い
る
。
一

¥f_-ｷｷr-! 
尚、遠方または参列出来ない方は、大祓神事当日
までに『人形』（男＝白、女＝赤）に息を吹きかけ、
御家族の名前・住所・年齢を、『車型』にはナン
バーを御記入の上、当大社まで御返送ください。

◆
日
時

1
2月
3
1日
（
木
）
午
後3
時
ー

◆
場
所
神
門
前

年
の
瀬
を
迎
え
、
皆
様
に
は
御
多
忙
の

御
事
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
一
年

を
締
め
括
る
「
大
祓
神
事
」
「
除
夜
祭
」
が

近
付
い
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
大
祓
神
事
は
「
年
越
の
大
祓
」
と

称
し
、
夏
(
7月
3
1日
）
に
行
わ
れ
た
「
夏

越
の
大
祓
」
以
後
半
年
間
の
『
罪
』
・
『
機
れ
』

を
祓
い
清
め
、
清
々
し
い
心
身
で
新
年
を

迎
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
神
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。

大
祓
神
事
に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
除
夜

祭
は
、
こ
の
一
年
を
締
め
く
く
る
祭
典
で

す
。
こ
の
祭
典
が
終
る
と
、
し
ば
し
の
静

寂
を
経
て
元
旦
を
迎
え
ま
す
。
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▲被災後の参道

沖
ノ
島
は
昨
年
八
月
、
集
中

豪
雨
に
よ
り
法
面
の
一
部
が
崩

壊
し
、
参
道
に
ま
で
土
砂
が
流

れ
込
み
、
応
急
処
置
に
て
現
在
に

至
っ
て
い
た
。

こ
の
度
の
復
旧
工
事
に
て
、
法

面
は
植
生
マ
ッ
ト
や
麻
土
の
う
積

み
で
今
後
の
土
砂
流
出
を
防
ぎ
、

参
道
は
応
急
処
置
で
は
取
り
除

け
な
か
っ
た
土
砂
を
処
理
し
以

前
の
広
さ
に
戻
っ
た
。

本
工
事
は
景
観
に
配
慮
し
た

仕
様
と
し
て
お
り
、
植
生
マ
ッ
ト

は
自
生
し
て
い
る
島
の
植
物
で

次
第
に
覆
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

▲工事完了後の参道

s

沖
ノ
島
崩
棟
法
面
復
旧
工
事
完
了

S

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

日
記
⑪

▲工事完了後の法面

ロ
信
州
り
ん
ご
奉
納
式

一
長
野
県
松
本
市
産
り
ん
ご
約

5
0
0個が
奉
納

S

二
0

一
五
ミ
ス
松
本
も
参
拝
。
境
内
の
参
拝
者
に
り
ん
ご
が
配
ら
れ
るS

十
一
月
一
日
、
長
野
県
松
本
市
の
J

A

：
を
は
じ
め
、
小
学
生
同
士
の
交
流
も
始
ま
る

全
農
長
野
、
松
本
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
、
松
こ
笠
こ
、
両
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
交
え

本
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
等
信
州
り
ん
こ
に
挨
拶
を
行
っ
た
。

ご
に
携
わ
る
諸
団
体
よ
り
、
本
年
も
り
ん
一
式
典
後
、
参
拝
者
に
り
ん
ご
が
振
舞
わ

ご
約
五
百
個
が
奉
納
さ
れ
、
式
典
後
に
は
；
れ
る
と
長
蛇
の
列
が
で
き
、
り
ん
ご
を
受
け

観
菊
に
訪
れ
た
参
拝
者
に
も
振
舞
わ
れ
た
。
一
取
る
と
品
種
を
尋
ね
た
り
、
ア
ル
プ
ち
ゃ
ん

こ
の
奉
納
は
平
成
二
十
四
年
、
「
山
の
ま
一
と
記
念
撮
影
を
行
う
な
ど
の
賑
わ
い
を
み

ち
」
松
本
と
「
海
の
ま
ち
」
宗
像
で
交
流
を
一
せ
、
本
年
の
り
ん
ご
奉
納
を
終
え
た
。

深
め
よ
う
と
始
め
ら
れ
、
今
年
で
三
年
目
一
奉
納
さ
れ
た
り
ん
ご
は
、
こ
の
季
節
の
品

と
な
る
。
一
種
の
「
シ
ナ
ノ
ス
ゥ
ー
ト
」
「
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル

当
日
は
昨
年
に
続
き
松
本
市
の
ゆ
る
キ
ャ
一
ド
」
の
二
種
類
。
こ
れ
か
ら
主
力
の
「
サ
ン
ふ

ラ
「
ア
ル
プ
ち
ゃ
ん
」
に
、
本
年
初
め
て
：
じ
」
の
出
荷
が
増
え
、
「
道
の
駅
む
な
か
た
」

二
0

一
五
ミ
ス
松
本
の
浅
野
夏
美
さ
ん
も
こ
←
も
並
ぶ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

参
拝
さ
れ
、
華
や
か
な

l

い
一

雰
囲
気
の
中
、
本
殿
で

関
係
者
か
ら
当
大
社

巫
女
に
り
ん
ご
を
手

渡
す
奉
納
式
が
斎
行

さ
れ
、
神
前
に
り
ん
ご

が
奉
献
さ
れ
た
。

奉
納
式
後
に
は
蓋

津
宮
司
と
谷
井
博
美

宗
像
市
長
が
、
農
産
物
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昭
和
5
1年

昭
和
4
9
年

昭
和
2
8
年前

厄
（
男
）
40 

平
成
2
2年

暗
剣
殺

6
 

昭
和
5
0年

大
厄
（
男
）

前
厄
（
男
）

41 45 69 

平
成
1
9年

後
厄
（
男
）

暗
剣
殺

42 

平
成
1
3年

平
成
1
0年

八
方
塞

, 
暗
剣
殺

前
厄
（
女
）

15 

昭
和
4
6年

八
方
塞

平
成
1
年

17 

昭
和
4
0年

暗
剣
殺

51 

大
厄
（
女
）

八
方
塞

18 

昭
和
3
7年

八
方
塞

54 

平
成
9

年

後
厄
（
女
）
19 
⇒ 

昭
和
3
2年

59 

平
成
5

年

前
厄
（
男
）
23 

昭
和
3
1年

大
厄
（
男
）

暗
剣
殺

60 

平
成
4

年

大
厄
（
男
）

暗
剣
殺

昭
和
3
0年

後
厄
（
男
）
61 

平
成
3

年

八
方
塞

63 

平
成
元
年

八
方
塞

昭
和
2
2年

暗
剣
殺

昭
和
6
0年

前
厄
（
女
）

24 25 27 31 

昭
和
1
9年

八
方
塞

72 

昭
和
5
9年

後
厄
（
女
）

大
厄
（
女
）

後
厄
（
男
）

32 

昭
和
1
3年

暗
剣
殺

78 

昭
和
5
8年

後
厄
（
女
）

暗
剣
殺

33 

昭
和
1
0年

八
方
塞

81 

昭
和
5
6年

前
厄
（
女
）
35 

昭
和
4

年

暗
剣
殺

87 

昭
和
5
5年

大
厄
（
女
）

八
方
塞

36 

昭
和
元
年

八
方
塞

90 

昭
和
5
4年

37 

平
成
2
8
年
厄
年
一
覧
表

厄
年

厄
年
と
は
人
生
の
節
目
で
あ
る

と
と
も
に
、
一
生
の
う
ち
で
災
い
・

災
難
と
い
っ
た
『
厄
』
に
あ
う
お
そ

れ
が
多
い
た
め
、
忌
み
慎
ま
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
年
で
す
。

特
に
男
性
の
四
十
二
歳
、
女
性

の
三
十
三
歳
は
『
大
厄
』
と
さ
れ
、

そ
の
前
後
の
年
も
『
前
厄
・
後
厄
』

と
い
っ
て
、
最
も
慎
み
忌
む
べ
き

年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
日
本
人
の
永
年
の
生
活
習

慣
か
ら
発
生
し
た
、
我
が
国
独
自

の
慣
習
で
あ
り
ま
す
が
、
厄
年
を

迎
え
る
と
我
々
の
先
祖
は
神
社
に

足
を
運
び
、
お
祓
い
を
う
け
避
け

て
き
ま
し
た
。
医
学
的
に
み
て
も
、

男
性
の
四
十
代
は
生
活
習
慣
病
、

女
性
の
三
十
代
は
乳
が
ん
・
子
宮

が
ん
の
発
生
率
が
高
く
な
る
年
代

で
厄
年
と
も
符
合
し
ま
す
。
神
社

で
お
祓
い
を
う
け
、
こ
の
一
年
を

清
々
し
い
気
持
ち
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

は
っ
ぼ
う
ふ
さ
が
り

八
方
塞

陰
陽
道
で
ど
の
方
向
に
向
か
っ

て
事
を
成
し
て
も
、
不
吉
の
結
果

を
生
ず
る
年
齢
と
さ
れ
、
転
居
、

結
婚
、
新
し
く
事
を
は
じ
め
る
方

は
要
注
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ん
さ
つ

暗
剣
殺

「
九
星
術
」
で
そ
の
年
の
五
黄
土

星
と
相
対
す
る
方
位
で
、
最
も
慎

ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
大

凶
の
年
廻
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

♦斎農宗像大社1JJ詣
玄界遍

●平成27年12月 31 日（木）
午後10時から

平成28年 1 月 1 日（金）
午後 8 時まで

●平成28年 1 月 2日（土）～ 1 月4日（月）
午前 9 時から午後 8 時まで

※交通状況により、規制時間を変更することがあります。

凡 例

ヽ 宗像大社順路

にコ 一方通行

[]I] 歩行者用道路

= 車両進入禁止
⑥二O 交通信号機

一
駐 車 場

交通規制のお知らせ

※主要地点から宗像大社までの距離
＊東交差点から 4.1km ＊神湊交差点から 2.0km 

＊日の里北口交差点から 4.1km ＊瀬戸交差点から 3.3km ■公共交通機関をご利用ください
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305 

い
し
い
た
だ
し
一
ー
J

T
B
S

系
列
2
8局
ネ
ッ
ト
〖
i
-
臣

E
踪
＿
1
2
月
1
3日
（
日
）1
5時
3
0分
＼
1
6時
5
4分

（
仮
）
「
出
光
佐
三
と
宗
像
大
社
（
タ
イ
ト
ル
未
定
）
」

芥
川
賞
作
家
の
又
吉
直
樹
氏
、
直
木
賞
作
家
の
西
加
奈
子
さ
ん
が
、
宗
像
＿
―
-
宮
を
参
拝
し
ま
す
。

1
2月
1

日
よ
り
辺
津
宮
神
門
（
本
殿
前
の
門
）
、
開
門
が
午
前6
時
、
閉
門
は

午
後
5

時
に
変
更
致
し
ま
す
。
ご
理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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嬰歪忍、牛ぷ胄 9 互況悶且開畠虐 B た塁塁且j：屎昭 （続）
＜幸話島人、はぅ河あ海敷＾木 29 憎＜巨快に屋和
、いを英が墜多で川り軍で全屋がいの大哉苦瀬二

塁開り罠器贋ぷ喜農を、盆緊麟雙睾暴塁房斎ょ旦ょ
讐塁嬰甘灯畏は三阿沼走。。をしぁ人残んら阿三
ぁ民て撃たも者落込目繋開巴『店召篇讐ぢ悶店］
っ家い者勺多がのん指っ上下ぶは し見撃い 十

しく流流旧、 かる墜た誓七
たら側の中植 けたさ市、日
.......................................................................................................................... 

微す穴四 m に賀思 場がうた
塵ぶの個直機川う--,を＝゜ら
にそ内砂 首の間 B 取函新大
砕ぃが原径を砂も 29 材の聞惨
はt: 9こ信］悶原ぽ芸と凹覧事

闘誓ぢそ閂手万ぢ倉塁り喜閤＄門名
を千 B いはぶるの と反し りは；
食数竺虐脊 r: 奏塁塁転象 喜冒よ
っ。百機け端くのが三様遠と 現川ろ
....................................................................................................................................................... 

たれ宮のてれにに行にがツし墜 たげ―- B も B
ｰ 8 田残あず行見機削‘子寄落ーこて名名 2_9 な 29
橋 km 町骸る‘？えのら河はせ機夜 河‘‘のいの
のの大を堤立ぷだ残れ川中てを明 原乗そ最°巨

[ ［墨塁開：〉野胃： ］目倫塁悶 靡易嘉夏塁｛］
混ぃらJf:；上冗ヵ：呈西、をの門ぅ中 贔且窟穴昇と
雑て父木力、のりツ向そ作上tと島 ナこかしのf ~ 
だ見に田ら綱で子きのっか：人橋 は真上すもを
つ r つ喜應が橋もの先たら--,々周 っ黒流ぐ哀捜
た行れ樹イ丁張は現よのよ見原が辺 てにに傍れし
こっらは機っ通場う飛うたサ押は い焦もになて

............................................................................................................................................................................................... 

機置四国スニ は続物にを前午抜史ーで月
の< + ・＋さ少＜人墜見山前粋一機ニニ前
機米三映べ四てし1--は落物中九さtーの機＋後
名爆年璽ぎ乱先冒塁幾せに戸時れ石墜の日す:、 9 ｛図］詈~'ij喜:: :9] : ! ] t ｧ ; 

｀口□99瓢よ｀し竺喜9亨：：：の着‘で 爆高を砲レ独地爆つの今
で＜幸なだをる獄怖弾射ぬの 1 戦帯撃てク回
参＾いぃ゜受かで、を砲そ砲メ闘で地最）レが

覆磁安;笠碕貫夏苫 9 詞際；贔 9 皇砂謳］＇
たを基着くはや無悲る激雨討悶撃互『に日と
二書地陸で血砲事惨側しをるるつツメ出のな
いにをはの弾になのい降°とづにン撃無る
てた皆車海片帰地恐震ら雲、い入のす事。
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宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
~

う
ま
ぜ
り

畑
の
へ
り
一
株
大
き
草
は
こ
れ
た
し
か
「
馬
芹
」
辞
書
で
も
見
つ
く
一

歌
に
は
意
味
の
他
に
韻
律
の
魅
力
が
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
は
歌
謡
の
[

一
よ
う
な
リ
ズ
ム
が
楽
し
い
。
結
句
は
〈
辞
書
で
見
つ
け
る
〉
と
し
て
は
。
一

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
ミ
ツ
子
~

辣
韮
漬
の
お
い
し
か
り
し
が
歯
を
ぬ
か
れ
慎
実
生
き
し
顔
昏
み
き
ぬ
一

最
近
ま
で
は
丈
夫
だ
っ
た
歯
を
失
っ
た
悲
し
み
の
歌
。
〈
辣
非
[

を
美
味
し
く
食
べ
い
し
歯
を
ぬ
か
れ
鏡
の
わ
が
顔
昏
く
な
り
[

＿
た
り
〉
と
し
て
み
た
。
歯
を
失
っ
た
残
念
さ
に
集
中
を
。
[

宗
像
市
多
穐
早
川
祥
三

鯛
焼
で
相
性
み
る
と
言
う
君
に
頭
を
か
ぶ
る
わ
た
し
理
工
科
[

鯛
焼
き
の
食
べ
方
で
相
性
を
見
る
発
想
が
面
白
い
が
、
結
旬
で
[

は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
感
じ
が
す
る
の
が
惜
し
い
。
例
え
ば
三
旬
以
[

下
〈
言
う
君
は
尾
に
か
ぶ
り
つ
く
わ
れ
は
頭
を
〉
な
ど
と
し
て
は
。
一

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

ね
が
と
お
お
や
・

八
十
神
を
祭
り
富
貴
を
翼
ふ
な
く
厄
除
祈
り
き
倭
の
遠
の
祖
[

調
べ
が
良
く
、
共
感
で
き
る
歌
。
古
代
の
日
本
人
は
自
然
に
神
[

を
見
出
し
、
つ
つ
ま
し
く
平
穏
を
願
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
一

私
も
斯
く
あ
り
た
い
と
思
う
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
i

秋
日
和
彼
岸
花
咲
く
土
手
の
上
幼
き
こ
ろ
の
友
思
い
出
す
[

彼
岸
花
は
懐
か
し
い
感
じ
が
す
る
花
だ
、
作
者
に
も
そ
う
な
の
一

だ
ろ
う
。
四
・
結
句
は
例
え
ば
〈
一
緒
に
ま
ま
ご
と
せ
し
友
を
[

思
う
〉
な
ど
と
し
て
も
良
い
。

宗
像
市
池
田
森
龍
子
~

木
犀
の
盛
り
に
夫
逝
き
て
二
十
五
年
香
り
変
ら
ず
庭
を
浮
遊
す
[

木
犀
の
香
り
に
悲
し
い
思
い
出
を
持
つ
作
者
。
し
か
し
そ
の
匂
い
は
今
で
一

は
懐
か
し
い
夫
君
の
思
い
出
そ
の
も
の
な
の
だ
。
結
句
は
〈
庭
に
匂
え
り
〉
。
一

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

■『--
八
百
年
の
伝
統
を
も
つ
、
宗
像
地
方
の
特
殊
神
事
「
古
式
祭
」

が
左
記
日
程
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
振
る
っ
て
御
参
列
下
さ
い
。

◆
日
時

1
2月
1
3日
（
日
）

◆
祭
典
午
前

6

時
＼

◆
祭
場
宗
像
大
社
本
殿

◆
御
座
午
前

6

時
3
0分ー
一
番
座

（
一
番
座
1
1
5
0

名
ず
つ
、
五
番
座
ま
で
）

◆
会
場
宗
像
大
社
清
明
殿

◆
御
座
料

1

人
…
ー
、
0
0
0

円

※
御
座
券
は
当
日
午
前

6

時
i
販
売
致
し
ま
す
。

（
例
年
午
前5
時
3
0分位
か
ら
多
く
の
方
が

並
び
始
め
ま
す
。
）

俳
句ロ

宗
像
市
多
證
早
川
祥
一

や
ま
と
へ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
や
月
の
道

宗
像
市
武
丸
白
土
凌

陽
高
く
稲
穂
稔
り
て
吾
笑
顔

宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

御
座
船
を
守
り
て
進
む
船
団
の
旗
玄
海
の
荒
波
に
舞
う

み
あ
れ
祭
の
海
上
パ
レ
ー
ド
が
大
き
な
景
で
詠
ま
れ
て
い
る
。

旗
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
描
写
が
あ
る
と
更
に
良
く
な
る
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

掌
を
た
て
て
耳
求
め
く
る
幼
児
の
背
に
母
親
は
腕
ま
は
し
ゅ
＜

仲
の
良
い
親
子
の
情
景
。
二
句
の
〈
耳
求
め
く
る
〉
が
よ
く
分
か

ら
な
い
の
で
、
表
現
に
も
う
一
工
夫
を
。

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

我
動
く
故
に
我
あ
り
自
ら
つ
く
れ
し
目
当
生
き
る
傘
寿

傘
寿
を
迎
え
益
々
意
気
盛
ん
な
作
者
。
上
の
句
で
宣
言
し
、
下
の

句
で
自
ら
の
目
標
を
持
っ
て
生
き
る
と
補
足
さ
れ
て
い
る
。
三

句
以
下
を
〈
自
ら
に
目
標
つ
く
り
生
き
い
る
傘
寿
〉
と
し
た
い
。

選
者
詠

ひ
と
房
の
バ
ナ
ナ
を
剥
き
て
冷
凍
ず
た
し
か
な
明
日
の
あ
る
を
信
じ
て

蜜
い
ろ
の
秋
陽
浴
み
つ
つ
払
ひ
ゆ
く
造
花
に
つ
け
る
一
年
の
ち
り

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)
六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

I
[

『
コ
ロ
〖

と
い
う
間
に
過
ぎ
、
気
が
つ
け
ば
師
走
‘
＿

年
過
ぎ
る
の
は
早
い
な
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
r
振
り
返
れ
ば
、
本
年
は
世
界
遺
産
国

内
推
薦
候
補
に
決
定
す
る
な
ど
、
広
報
課

と
し
て
取
材
等
、
本
当
に
多
く
の
方
々
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
多
々
勉
強
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
二
年
後
の
世
界
遺
産
本
登
録

に
向
け
て
ま
だ
ま
だ
取
材
が
増
え
て
行
く

よ
う
で
す
。
神
社
神
道
が
連
綿
と
つ
な
い

で
き
た
信
仰
、
日
本
人
の
心
を
し
っ
か
り
伝

え
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
て
皆
様
が
平
穏
無
事
に
年
を
迎
え

ら
れ
る
事
を
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。
（
鈴
）

ー＂叶油即•一
つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時
高宮祭、第二宮・第三宮祭

引き続き宗像護国神社月命日祭(1日）

午前11 時
総社祭浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）
.......................................................... 

13日古式祭 午前6時～
御座 午前6時30分～
鎮火祭 午前 10時～

....................................................... 

19日松尾神社祭午前11 時～
..................................................................... 

23日天長祭 午前11 時～
.......................................................... 

31 日年越大祓式午後3時～
引き続き除夜祭




